
正義の道
ハナ・ギテルマンは、あの眼鏡の男に出会うまで、イスラエルのモサド
工作員だった。

眼鏡の男は、CIAだと名乗り、ハナが特別プログラムにリクルートされ
たと言った。ハナは身体能力と精神力を徹底的にテストされ、やがて
彼女の力が覚醒する。彼女はすべての通信波を直に感じ取ることが
できるのだ。世界中で飛び交っているEメール、携帯メール、衛星信
号、すべてを彼女の心はコンピュータのように解読できる。この能力
を持つハナは"完全無欠"のスパイになった。

しかし、眼鏡の男はハナに嘘をついていた。男は米中央情報局の人間
などではなかった。男はハナを変えた。そして操った。
裏切られたことを知ったハナは身を潜め、眼鏡の男とその組織に関す
る情報を追う。そして、ハナと同じ"被害者"であるテッド・スプレーグを
見つけ出した。

ハナとテッドは眼鏡の男を探し出し、復讐することを誓う。



墓地は嫌い。まるで
いやな思い出の博物館ね。

…"考え"は心を滅入らせるだけ。
考えない方がいいこともある。

私たちの人生を変えてしまった男、あの眼鏡の男を、
マット・パークマンとテッド・スプレーグは
探し出そうとしている。

…復讐と感情は
人を盲目にする。
愚かな行動よ。
"考え"たのであれば、
そんなことはしないはず。

私は、違うルートで行く。

眼鏡の男は、
どこからか指令を受けている。

Eメールに携帯メール。
この能力のおかげで、
ワイヤレス通信が見える。

そして、オデッサから送信される
大量の暗号メールを見つけた。 もう考えるのはおしまい。ただ走るだけ。

…まるで、オズの黄色いレンガ。
このメールの流れを追っていけばいい。



･･･そして、私がカーテンを開ければ、
私たちを操ってきた魔法使いが
そこにいるはず。



かわいそうに、あの男はふられたばかり…
…あの子は寂しがってる…
ラブレター。ビジネス交渉。無感情。残忍。

…このデータの海から探し出すのは難しい。

自分の道から外れないために
集中する。
ほかの事は無視する。

それでも、過ちを犯した。
これだけ大口たたいて、
信念を振りかざしておいて。

…"考え"てしまった。

これから起きることを目にしたのは私だけ。放ってはおけない。
この男は彼女に危害を加えようとしている。
誰かが助けなければ。

自分のやりたいこと
じゃない。
でも、これは、
すべきこと。



クリスティ、
あなた
クリスティね？

何も悪いことはしてないわ。
この人が女優にしてくれるって･･･

わかってる。でも、
すぐにご両親のところに
戻りなさい。
さあ、早く。

なあ、俺が何かすると
でも思ってんのか？
それは違う、いいか。
誓うよ。俺は…

この…！

いったい何人アクセスしてる？
あの子が服を脱ぐのを見るために
何人があんたに払ったの？

ちが…

…352人。

撃つわよ。
銃弾を頭にぶち込んでやる。
言いなさい。 異常で悲しい世界。

でも"考えない"ようにしても、
現実が目の前に現れれば、
行動をおこさないわけにはいかない。

何人なの？



何人いるのか知る必要があった。
352人全員、一人残らず捕まえるために。

頼む、
撃たないでくれ…
ど、どうするんだ?!

幸運なことに、
あんたはもっと
不快な目にあうの。

ボイズ、タラハシー、ラリー、
あんたたち変態が
何をやっていたのか
警察にメールした。
証拠も送ったから、
すぐにお迎えが来るわ。

見えるわね？

今すぐ
ログオフして。
祈ってなさい。

おい！待て！
いったい何者
なんだ？

男は逮捕された。
警察は全員を逮捕した。

暗号メールの道をまた探そうとしたけれど、
消えていた。
･･･近づきすぎた？気づかれた？

いずれにせよ、
追うべき道が消えてしまった。

でも、"考える"と…
任務に失敗したことを考えれば考えるほど
･･･気分が良くなった。


